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（３） 評価 

がんの一次予防としての生活習慣の改善について、野菜・果物の摂取量の増加、

食塩摂取量の減少、脂肪エネルギー比率の減少、喫煙対策、飲酒対策の充実等を

目標としており、中間評価ではあるが、目標達成は難しい現状にあると考えられ

る。 

がん検診の受診者数に関しては、部位や年齢階級、性差によって特徴が見られ

る。いずれもまだ目標値へは到達していないが、ベースラインより増えた可能性

がある部位（胃がん、大腸がん）、減った可能性のある部位（乳がん、子宮がん）

があるが、ベースラインと中間実績値の調査が異なるため、単純に比較すること

は困難である。 


